高気圧酸素痙攣に関連したラット脳内ノルアドレナリン細胞群の興奮 by Arai, Minako
氏 名
授 与 した 学 位
専 攻 分野 の 名 称
学 位 授 与 番 号
学位授与の 日付
学位授与の要件
学 位 論 文 題 目











論 文 審 査 委 貞 教授 阿部 康二 教授 松井 秀樹 准教授 浅沼 幹人












論 文 審 査 結 果 の 要 旨
本研究はラットにおける高気圧酸素 (HBO)暴露による痘轡と脳内
ノルア ドレナリン細胞群活性化との関連をIEG(迅速早期発現遺伝子)
の一つであるC-fosの免疫組織学的染色 (Fo§)により検討 したものであ
る｡ラットに対してHBOを120分間または全身強直性痘轡が起きるまで施
行 したHBO痩壁群では､Fosの免疫染色反応性 (IR)は､コントロール群
に比べて脳幹Al､A2､A6部位の全てのノルア ドレナリン細胞群で著明に
増加し､非癌撃群と比較してA2､A6部位で有意に増加 していた｡HBOを
25分間のみ施行されたHBO非産撃群は1度も喧嘩および痘轡脳波を示さ
ない一方､FosIRはコン トローール群に比して軽度の増加を示しAl部位で
有意差が見られたOこれらの事実から､HliO喧嘩における高血圧や高酸
素状態に対してAl部位のノルア ドレナリン細胞群が最も感受性の高い
ことが示唆された｡
よって本研究者は博士 (医学)の学位を得る姿格があると認めるO
